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申請準備ワークシート 記入例１  

一般的なイベント開催等の事業の場合 

 

 

取り組みたい課題（現状はどうなっているのか？） 
 
日本の周産期・新生児医療体制の進歩によって救える命が増え
ると同時に、医療的ケアを日常的に必要とする子どもが増えて
いる。 
現在の日本の医療政策では、急性期が過ぎて症状が安定した患
者は在宅療養生活に移るケースが多い。 
難病児が退院して自宅に戻った場合、人工呼吸器や胃ろうな
ど、生命の維持には医療器具が欠かせない場合も多く、在宅で
の医療ケアは主に家族が担うことになる。 
難病児とその家族は、治療や介護のために地域で孤立しがちに
なる。仕事との両立に困難をきたす場合もある。 

原因と解決策（どういった論理で、事業内容を考えたか？） 
 
＜原因＞ 
・地域で難病児の一時預かり等受け入れ先がない。 
・家族が治療や介護で忙しく、病院以外の地域との接点がない。 
・難病児についての相談窓口やイベント情報があっても、当事者家
族に情報が行き届いていない。 
 
＜解決策＞ 
・家と病院以外で難病児が日中の時間を過ごせるよう、多職種の連
携を強化する。 
・難病児とその家族と地域住民との交流の接点を作る。 
・地域の相談窓口やイベント情報を、情報を必要とする当事者家族
に適切な形で届ける。 

事業内容（Google フォームの入力項目番号 66） 
（助成金を使って行う事業・活動の内容）700 文字以内（スペース含む） 

 
1．多職種による事例検討会 
（1）時期：2024 年 5 月～2025 年 2 月（計 5 回） 
（2）場所：東京都港区 
（3）参加者：200 名（医療従事者、教育関係） 
（4）内容：事例報告・検討、意見交換 
 
２. 地域交流イベントの実施 
（1）時期：2024 年 7 月  
（2）場所：東京都港区赤坂 
（3）参加者：200 名（医療的ケア児、家族、ボランティア、一般参加者等） 
（4）内容：関係団体の活動発表、地域企業の協賛によるワークショップ等 
 
３. 家族向け小冊子の作成配布 
（1）内容：体験談、相談窓口およびイベント情報 
（2）配布先：小児科病棟、交流サロン等 
（3）部数：500 部 
 
 

事業目標（Google フォームの入力項目番号 65） 
（単年度の事業の成果を、何の指標で図り、どこまで達成したいか？）700 文字以内（スペース含む） 

 
1．多職種による事例検討会 
・参加者同士による連携事例数の増加 検討会開始前と比較し 30％増（参加者ヒアリングにて調査） 
 
２. 地域交流イベントの実施 
・参加者のうち新規参加家族数 10 家族以上 
・一般参加者 参加者全体の 30％以上 
・参加者の満足度 80％以上（参加者アンケートにて調査） 
 
３. 家族向け小冊子の作成配布 
・配布協力先：20 ヵ所 
・冊子による相談件数、イベント来場件数 50 件以上 
 
 

事業目的（Google フォームの入力項目番号 64） 
（中長期的、最終的にどのような状態を目指すか？）270 文字以内（スペース含む） 

 
＜中長期 ※3 年後＞ 
・多職種の連携および事例共有が進むことにより、東京都港区において難病児のいる家
庭の半数以上が地域で孤立しない状態となる（家と病院以外に居場所が確保されてい
る）。 
 
＜最終目的＞ 
難病の子どもが退院し自宅生活を始める時や、 
成長に伴いライフステージが変化する時、 
病気と闘う時等を含め、地域の連携先とともに 
切れ目ない相談体制や生活支援サービスを 
提供することにより、難病児やその家族が 
孤立せず安心して暮らせる地域づくりを 
目的とする。 

事業名（Google フォームの入力項目番号 60）(事業内容を端的に表してください) 
医療的ケアに対応した地域連携ハブ拠点づくり 

※細枠内：事業内容の検討にあたっての準備のための項目です。 
太枠内：インターネット申請画面（Google フォーム）で実際に 
ご入力いただく項目です。 
（ご記入は任意です。ご記入・ご提出いただいた場合は審査の参考資料とします） 
 

①と⑤がつながるように心がけてご記入ください 1 

2 

3 4 

5 

事業目的、事業目標、事業内容の検討にあたっては、助成金申請ガイドの「8.審査の視
点」をご参照ください。ご申請いただいた事業において、審査の視点がどれだけ満たされて
いるか総合的に判断し、審査を行います。 

以下の 2 点について、社会的背景や解
決したい課題を踏まえて 270 文字以内
で記入してください。 
 
1．本事業の実施によって団体が実現し
ようとすること 
2．本事業の実施によって期待される波
及効果 

事業目的を将来実現するための事業目標として、以下の 2 点を明確に 700 文字
以内で記入してください。 
（1）1 年後の事業完了時点の到達目標として、何をどういう状態にするのか？ 
例えば、受益者にもたらされる状態や当初からの変化 
（2）（1）の事業成果を測定する際の根拠 
（どのように確認するのか？ 数値目標がある場合、どのような方法で成果測定する
のか？） 

助成金を使って行う事業・活動の内容を 700 文字以内で記入してください。
どこで、いつ、誰を対象に何を行うのかが明確にわかるよう、記入例をご参
照のうえ、必要項目すべてについて記入してください。具体的な数字も含め
て記入してください。 
 
番号の振り方等の体裁は、記入例に必ず従ってください。 
1、2、a、b などの英数字は半角で、「．」「～」「：」「（）」などの記号は全角でご記
入ください。 
 
該当する項目はすべてご記入ください。 
 
 

https://www.nippon-foundation.or.jp/grant_application/programs/common#anchor8
https://www.nippon-foundation.or.jp/grant_application/programs/common#anchor8
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申請準備ワークシート 記入例２ 

建築・機器整備事業の場合    

 

取り組みたい課題（現状はどうなっているのか？） 
 
障害者の働く場所の選択肢が少なく、働く場所があっても福
祉施設で働く障害者が得る月額工賃は全国平均 1 万数千円と
いう状況である。 
一方で、夢野市では農業が盛んで地産の伝統野菜が多く生産
されているが、市民や市外からの観光客が夢野市産の農産物
を味わえる拠点がないため情報発信力が弱く、一般的にも知
名度が低い。 
 

原因と解決策（どういった論理で、事業内容を考えたか？） 
 
＜原因＞ 
・障害者が働く福祉施設が一般水準の賃金を支払えるビジネスモ
デルを確立できていない。 
・市民や市外からの観光客が夢野市産の農産物を味わえる拠点が
ない。 
 
＜解決策＞ 
・一般水準の賃金を支払うことが可能なビジネスモデルを確立す
る。 
・市民や市外からの観光客が夢野市産の農産物を味わえる拠点を
新たに整備することで、情報発信の拠点とする。 

事業内容（Google フォームの入力項目番号 66） 
（助成金を使って行う事業・活動の内容）700 文字以内（スペース含む） 

 
1．工事内容  
（1）建築主体工事 
（2）電気設備工事 
（3）給排水設備工事等  
2．物件現況：民家（築 39 年） 
3．所有形態：個人より賃貸借（7 万円/月） 
4．機器設備：レストラン・カフェ備品一式、宿泊備品一式 
5．施設名称：オーベルジュ「あかさか」  
6．場所：東京都港区赤坂 1-2-2 
7．面積：敷地面積：392.91m2、延床面積：127.55m2 
8．構造：鉄筋コンクリート造 2 階建 
9．施設概要：飲食店舗、宿泊設備、物販設備、調理室等 
10．定員：就労支援 B 型 20 名 

事業目標（Google フォームの入力項目番号 65） 
（単年度の事業の成果を、何の指標で図り、どこまで達成したいか？）700 文字以内（スペース含む） 

 
1．活動目標 
（1）夢野市特産の農産物を仕入れ、一流料理人の指導のもとで魅力的な独自メニューで飲食サービスを提
供する。 
（2）料理人やサービス提供者として障害者を積極的に雇用し、一定期間を終えた研修者は各地方で就職活
動を行い、また、同施設で継続的に就労を行えることも可能とする。 
 
2．数値目標 
（1）集客数：100 名／日、30,000 名以上／年 
（2）雇用人数：登録 10 名、就労 7 名以上 
 

事業目的（Google フォームの入力項目番号 64） 
（中長期的、最終的にどのような状態を目指すか？）270文字以内（スペース含む） 

 
＜中長期 ※3 年後＞ 
・集客数：200 名／日、60,000 名以上／年 
・支払賃金：月額 12 万円～15 万円／人（時給 1,000 円×6 時間×20 日程度） 
 
＜最終目的＞ 
障害者が一般水準の賃金を得られる就労の場を 
確保することで、障害者が「あたりまえに地域で 
はたらく」ことが可能な社会を実現する。 
また、夢野市産の農産物の魅力を広く情報発信 
することで、地域の活性化につなげることを 
目的とする。 

事業名（Google フォームの入力項目番号 60）(事業内容を端的に表してください) 
夢野市の特産品を活かした障害者就労モデル構築（一般就労） 

※細枠内：事業内容の検討にあたっての準備のための項目です。 
太枠内：インターネット申請画面（Google フォーム）で実際に 
ご入力いただく項目です。 
（ご記入は任意です。ご記入・ご提出いただいた場合は審査の参考資料とします） 
 
 

①と⑤がつながるように心がけてご記入ください 1 

2 

3 4 

5 

事業目的、事業目標、事業内容の検討にあたっては、助成金申請ガイドの「8.審査の視
点」をご参照ください。ご申請いただいた事業において、審査の視点がどれだけ満たされて
いるか総合的に判断し、審査を行います。 

以下の 2 点について、社会的背景や解
決したい課題を踏まえて270文字以内
で記入してください。 
 
1．本事業の実施によって団体が実現し
ようとすること 
2．本事業の実施によって期待される波
及効果 
 

事業目的を将来実現するための事業目標として、以下の 2 点を明確に 700 文字
以内で記入してください。 
（1）1 年後の事業完了時点の到達目標として、何をどういう状態にするのか？ 
例えば、受益者にもたらされる状態や当初からの変化 
（2）（1）の事業成果を測定する際の根拠 
（どのように確認するのか？ 数値目標がある場合、どのような方法で成果測定する
のか？） 

 

助成金を使って行う事業・活動の内容を 700 文字以内で記入してくださ
い。どこで、いつ、誰を対象に何を行うのかが明確にわかるよう、記入例
をご参照のうえ、必要項目すべてについて記入してください。具体的な数
字も含めて記入してください。 
 
番号の振り方等の体裁は、記入例に必ず従ってください。 
1、2、a、b などの英数字は半角で、「．」「～」「：」「（）」などの記号は全角でご
記入ください。 
 
該当する項目はすべてご記入ください。 

http://www.nippon-foundation.or.jp/what/grant_application/programs/common/#anchor8
http://www.nippon-foundation.or.jp/what/grant_application/programs/common/#anchor8

